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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、グローバル化の進展への対応として行われている地域協力の強化や深化によって、

脱領域的な越境的ネットワークがいかなる変容を遂げているのか、バレンツ海、バルト海、地

中海、東シナ海、南太平洋の各海域島嶼を事例として、比較地域的な観点から研究調査を実施

し、分析を行った。研究成果は、日英両言語を用いた報告書としてまとめ刊行するとともに、

研究代表者が勤務する大学の学術情報リポジトリに登録し、インターネットを通じて公開した。 
研究成果の概要（英文）： 
 This research project examined how transnational networks were transformed by 
the attempt to strengthen and deepen the regional cooperation, as a response to 
globalization. The project focused on the islands in the Barents Sea, the Baltic Sea, the 
Mediterranean Sea, the East China Sea and the South Pacific. The results of the 
project were published as a report in Japanese and English, as well as the content in 
the university institutional repository. 
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１．研究開始当初の背景 
 今日、グローバル化の進展は、貿易の拡大、
資本の越境、大衆消費文化の波及、労働力の
国際移動、地球環境問題、資源問題、感染症
の拡散、越境的犯罪など、さまざまな事象と
なって立ち現れている。これに対し、世界各
地では、地域協力の制度的枠組みをより強化
し、あるいはまた、地域統合をさらに深化さ
せることで、対応を図ろうという動きがみら

れている。    
このようなグローバル化に対する地域的

な対応は、「領域性を溶解させるグローバル
化」に対し、空間的領域をともなった地域的
枠組みの強化や深化によって対処しようと
いうものであると言うことができるであろ
う。本研究は、そうしたグローバル化に対す
る地域協力の強化や深化の動きによって、そ
れまで当該地域に存在していた、交易や物流、
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交通、金融、移住、労働移動、文化交流、環
境保全、資源管理といった脱領域的な越境的
ネットワークがいかなる変容を遂げている
のか、比較地域的な観点から考察を行おうと
試みた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、グローバル化の進展への
対応として世界各地で行われている地域的
枠組みの強化や地域統合のさらなる深化を
図る動きによって、それまで当該地域に存在
していた、交易や物流、交通、金融、移住、
労働移動、文化交流、環境保全、資源管理と
いった脱領域的な越境的ネットワークがい
かなる変容を遂げているのか、比較地域的な
考察を通じて明らかにしようとするもので
ある。 
その際、本研究は、地域協力と脱領域的な

越境的ネットワークが交錯する場として、海
域島嶼の存在に注目した。領域をともなった
地域協力の一部として含まれると同時に、海
を媒介としてさまざまな越境的ネットワー
クを歴史的にも築いてきた海域島嶼は、グロ
ーバル化に対する地域協力の強化や深化の
動きによって引き起こされる越境的ネット
ワークの変容を、より明確な形でとらえるこ
とができる存在であると考えられるからで
ある。本研究は、北極海、バルト海、地中海
といったヨーロッパ諸海域、および東シナ海、
南太平洋といったアジア太平洋諸海域の島
嶼を具体的事例としてとりあげ、比較地域的
な観点から、それら海域島嶼を検討すること
を通じて、そこから地域協力の強化や地域統
合のさらなる深化の動きによる越境的ネッ
トワークの変容を明らかにしていくことを
図った。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、（１）グローバル化の進展が地
域協力に及ぼす影響、およびそれへの対応と
しての地域協力の制度的枠組みの強化や地
域統合の深化に関する理論および関連先行
研究の整理と考察、それに基づいた応用と比
較に用いることのできる操作可能な概念枠
組みの構築、（２）研究対象とする北極海、
バルト海、地中海といったヨーロッパ諸海域、
および東シナ海、南太平洋といったアジア太
平洋諸海域の島嶼における地域協力の強化
や地域統合の深化による越境的ネットワー
クの変容に関する文献、および現地における
調査と分析、（３）これら調査・研究データ
の分析に基づく、海域島嶼における地域協力
の強化や地域統合の深化による越境的ネッ
トワークの変容に関する比較地域的な実証
分析、という３つの段階を設定して実施され
た。  

また、研究組織メンバーは、具体的事例研

究として、各自、南太平洋（小柏）、東シナ
海（今泉）、北極海（黒神）、バルト海（河原）、
地中海（玉田）の各海域島嶼を担当すること
とし、調査および分析による研究活動を進め
た。 
 まず、初年度である平成 22 年度は、グロ
ーバル化の地域協力に及ぼす影響、およびそ
れに対する地域協力の制度的枠組みの強化
や地域統合の深化に関する理論、および関連
先行研究についての文献調査を行い、その整
理と考察を進めた。また、各々、研究対象と
して担当する海域島嶼における地域協力の
強化や地域統合の深化による越境的ネット
ワークの変容に関して、文献調査を実施する
とともに、マーシャル諸島（南太平洋）、ヒ
ーウマー島（バルト海）において、関係者へ
の聞き取りや資料収集を中心とした現地調
査を行った。 
 第２年度にあたる平成 23 年度は、引き続
き、グローバル化の地域協力に及ぼす影響、
およびそれに対する地域協力の制度的枠組
みの強化や統合の深化に関する理論、および
先行研究についての文献調査の実施と、その
整理と考察を行った。また、各々、研究対象
として担当する海域島嶼における地域協力
の強化や深化による越境的ネットワークの
変容に関しての文献調査を続行するととも
に、済州島（東シナ海）、オーランド諸島（バ
ルト海）において、関係者への聞き取り、お
よび研究調査資料の収集による現地調査を
実施した。 
 研究最終年度の平成 24 年度は、グローバ
ル化の地域協力に及ぼす影響、およびそれに
対する地域協力の制度的枠組みの強化や統
合の深化に関する理論、および先行研究につ
いて、補充的な文献調査を行い、研究の理論
的枠組みのさらなる強化を図った。そのうえ
で、これまでの研究調査資料を分析し、北極
海のスヴァールバル諸島、バルト海の Baltic 
7、地中海の西地中海島嶼連合、南太平洋の
太平洋諸島フォーラム、東シナ海の沖縄を事
例とした、地域協力の強化や深化による海域
島嶼における越境的ネットワークの変容に
関して、実証的な分析を行った。そしてそれ
らに基づき、最終的な研究成果の取りまとめ
を行い、日英両言語を用いた報告書として刊
行した。 
 
４．研究成果 
 本研究は、グローバル化の進展への対応と
して行われている地域協力の強化や地域統
合のさらなる深化によって、脱領域的な越境
的ネットワークがいかなる変容を遂げてい
るのか、北極海、バルト海、地中海、南太平
洋、東シナ海の各海域島嶼を事例として、比
較地域的な観点から研究調査を実施し、分析
を行った。 



 

 

研究成果は、『地域協力と越境的ネットワ
ークの変容に関する地域間比較研究―海域
島嶼を事例として』（小柏葉子編）と題する
日英両言語を用いた報告書として、平成 25
年 3 月に刊行し、国内外の研究者や関係諸機
関に配布するとともに、研究代表者（小柏葉
子）の勤務する大学の学術情報リポジトリに
登録し、インターネットを通じて公開を行っ
た。研究成果報告書の概要は、以下の通りで
ある。 
 
 1 北極海におけるスヴァールバル諸島の地

位（黒神直純） 
   ―第 1次政界大戦前に国際的に確定さ

れた地位が維持されている北極海
のスヴァールバル諸島のこれまで
歩んできた道をひもとき、その法的
地位を明らかにしたうえで、同諸島
が今日、北極地域においていかなる
位置付けを与えられているのかを
探った。ノルウェー領にありながら
国際化地域として各当事国国民に
対して平等な取り扱いが定められ
ている法的に特殊な地位にあるス
ヴァールバル諸島に対し、現在、周
辺各国は、その海洋の漁業資源と海
底の天然資源に関心を寄せており、
そうした状況の中で、主権を行使す
るノルウェーには、周辺諸国と協調
しつつ、自国の利益をいかに確保し
ていくかが求められていると論じ
た。 

 
２冷戦後のバルト海における島嶼間地域

協力の展開―Baltic 7 の事例を通して
（河原祐馬） 

  ―バルト海に位置するオーランド諸
島、ヒーウマー島、サーレマー島、
ゴットランド島、ウェイランド島、
ボーンホルム島、リューゲン島とい
う 7つの島の自治体によって結成さ
れたBaltic 7による島嶼間地域協力
に関わる活動を中心に、冷戦後の環
バルト海地域における地域協力の
新たな展開プロセスについて検討
を行った。そして、それがネーショ
ン・ステートのナショナル・アイデ
ンティティを前提とする従来の伝
統的な形態のガバナンスのあり方
とは異なる、海を媒介とした有機的
なつながりによって歴史的、かつ文
化的に結び付けられた非国家主体
によるトランスナショナルなネッ
トワークを通じた、きわめてユニー
クなパターンのものであることを
明らかにし、冷戦後の環バルト海地
域における新たな秩序形成、および

地域協力のあり方をめぐる問題を
考える上での興味深い「実験」の一
つとなりうることを提示した。 

 
３地中海島嶼協力―西地中海島嶼連合

(IMEDOC）を通じた政治経済的協力の
現状（玉田大） 

  ―コルシカ、サルディニア、バレアレ
ス、シチリアの 4 島嶼から構成され
る西地中海島嶼連合(IMEDOC）に
焦点を当て、島嶼間の地域協力関係
の背景と発展可能性、さらに協力関
係の特徴と問題点について分析を
行った。西地中海島嶼連合による島
嶼協力の場合、島嶼間に特化した形
での経済協力関係を構築するのは
困難な状況にあるものの、低開発地
域として共通の問題を抱えている
ことから、その解決にあたっては、
一定の政治的協力関係が展開され
ていることを指摘し、今後の課題と
して、島嶼地域内での実質的な経済
協力を通じた本格的な産業育成の
必要性と、島嶼固有の共有アイデン
ティティを構築していくことの重
要性をあげた。 

 
４太平洋島嶼地域の経済統合と越境的な
人の移動（小柏葉子） 

  ―太平洋島嶼 14 カ国とオーストラリ
ア、ニュージーランドによって構成
されている太平洋諸島フォーラム
（PIF）による地域経済統合の動き
が、移住者による送金という形で、
太平洋島嶼地域の経済を長く下支
えする役割を果たしてきた越境的
な人の移動に、いかなる影響をもた
らすのか考察を行った。グローバル
な貿易自由化への対応として PIF
が推し進めている地域経済統合は、
自由貿易地域の形成を主軸として
おり、それに向けての交渉の中で、
越境労働移動の自由化は、貿易自由
化による恩恵の少ない太平洋島嶼
諸国にとって、数少ない利益要求の
イシューとなってきたことを検証
し、地域経済統合による越境労働移
動の自由化が実現すれば、太平洋島
嶼地域の越境的な人の移動に新た
な流れとパターンが生み出される
ようになると論じた。 

 
５太平洋・島サミットにみる沖縄の役割―
沖縄の地域協力再考の手がかりとして
（今泉裕美子） 

   ―東シナ海をめぐる国家、地域との関
係を中心に構想、あるいは実施され



 

 

てきた沖縄の地域協力のありよう
を、日本・太平洋諸島フォーラム首
脳会議（太平洋・島サミット）にお
ける日本政府による沖縄の位置づ
けと、沖縄県の太平洋認識から分析
を行った。沖縄県による太平洋島嶼
との地域協力は、日本政府の国土政
策および太平洋島嶼国との外交政
策の下請け的な役割をその内容と
していることは否めず、日本との国
家的枠組みを優先させた、あるいは
アメリカの政策において決められ
る「アジア」、「太平洋」ではなく、
沖縄自らの歴史に裏打ちされた交
流関係の中で、沖縄が抱える問題を
どのように性格付け、だれと共有し
ながら解決するのか、という観点か
ら形成されるべきものではないか
という議論を提示した。 
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